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住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て
い
ま
す
か
？

けん
ちゃんこ

ん
に
ち
は
、〝
け
ん
ち
ゃ
ん
〞

で
す
。
田
原
市
で
は
、
平
成
20

年
６
月
１
日
か
ら
、
す
べ
て
の
住
宅
に

「
煙
式
」
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
て
い
ま
す
か
。
今
回
は
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は
？

　

火
災
に
よ
っ
て
発
生
す
る
煙
を
自
動

的
に
感
知
し
、
警
報
ブ
ザ
ー
や
音
声
で

火
災
発
生
を
知
ら
せ
る
も
の
で
す
。

　

電
池
タ
イ
プ
と
家
庭
用
の
電
源
を
使

う
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

■
な
ぜ
設
置
が
必
要
な
の
？

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
が
急
増
し

て
お
り
、
犠
牲
者
の
半
数
以
上
が
高
齢

者
で
す
。
ま
た
、
犠
牲
者
の
約
６
割
が

逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の
で
す
。
火
災

の
発
生
に
少
し
で
も

早
く
気
付
く
こ
と
で
、

助
か
る
可
能
性
が
高

く
な
り
ま
す
。

■
ど
こ
に
設
置
す
る
の
？

•
寝
室
や
子
ど
も
が
就
寝
す
る
部
屋
な

ど
の
天
井
ま
た
は
壁

•
寝
室
が
あ
る
階
の
階
段
踊
り
場
の
天

井
ま
た
は
壁

•
台
所
内
の
天
井
ま
た
は
壁

■
ど
こ
で
購
入
で
き
る
の
？

　

防
災
機
器
販
売
店
、
家
電
量
販
店
、

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。

※
日
本
消
防
検
定
協
会
の
検
定
に
合
格

し
た
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
が
表

示
さ
れ
て
い
る
も
の
を

お
勧
め
し
ま
す
。

■
設
置
後
は
定
期
的
に
点
検
を

•
定
期
的
に
動
作
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

•
機
器
の
交
換
は
10
年
が
め
ど
で
す
。

•
電
池
タ
イ
プ
の
警
報
器
は
、
電
池
切

れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
消
防
署
や
市
役
所
が
、
訪
問
販
売
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
悪
質
な
訪
問

販
売
な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

◉６言語で外国の方に生活情報を提供
　外国の方の生活をサポートするための情報を集め
た『生活ガイドブック』は、英語・中国語・韓国語版を配
布していました。今
回、スペイン語・ポル
トガル語・タガログ
語版の３種類が新
たに加わり、計６言
語で提供できるよう
になりました。
◉市役所などで配布しています
　『生活ガイドブック』は、外国の方の転入時などに配布
している「ウェルカムキット※」のひとつとして、お配りします。
必要な方には随時の配布もします。皆さんの周りの方に

も、ぜひご紹介ください。
※ウェルカムキット…生活情報冊子などを集めたもの。田原
市勢ミニ要覧、ごみカレンダー、防災マップなどのセット。

•配布場所
　広報秘書課、市民課、渥美支所市民生活課
　中央図書館、赤羽根図書館、渥美図書館
　（市ホームページからもダウンロード可）
　 　http://www.city.tahara.aichi.jp/
▶広報秘書課☎２２局０１３８

在住外国人のための『生活ガイドブック』
外国の方が田原市での生活に必要な情報を集めた冊子をご紹介！

も、ぜひご紹介ください。

■国内外との交流・多文化共生

▲『生活ガイドブック』。見開き
左側が日本語、右側が外国語

▲６言語で提供

▲ＮＳマーク
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